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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期
第２四半期
連結累計期間

第97期
第２四半期
連結累計期間

第96期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

営業収益 （千円） 17,853,791 17,748,056 36,085,949

経常利益 （千円） 146,285 101,945 412,130

四半期（当期）純利益 （千円） 62,852 9,345 60,243

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △42,570 98,082 △137,649

純資産額 （千円） 10,001,604 9,870,993 9,852,039

総資産額 （千円） 29,327,222 28,625,363 29,169,845

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 4.59 0.68 4.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.5 33.8 33.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 331,590 582,784 1,030,086

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △112,080 △332,327 △1,146,170

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △120,719 △332,715 △60,195

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,805,919 1,428,079 1,495,076

　

回次
第96期
第２四半期
連結会計期間

第97期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.34 0.20

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による停滞から持ち直

しつつあるものの、海外経済の減速懸念や、長期にわたる円高水準の影響などにより、依然とし

て不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する物流業界につきましては、個人消費の伸び悩みによる国内貨物の減少、

得意先からの受託料金の低下、燃料価格の高止まりなどにより、取り巻く環境は極めて厳しいも

のでありました。

　このような状況の中で当社グループは、「日本一信頼される企業グループ」を目指し、収益力

の向上および経営基盤の強化、国際物流事業の拡大、ＣＳＲ経営の推進を経営目標としてグルー

プ一丸となって取り組みました。

　営業成績につきましては、ベトナムを中心とした海外事業の拡大、前年度の期中に新設した営

業所の収益が寄与したものの、前年度において一時的に増加した建材および食品関連の震災需

要の収束、一部既存得意先の取引範囲の縮小に加え、賃借倉庫の中途解約に伴う違約金を特別損

失に計上したこともあり、減収減益となりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は177億48百万円（前年同期比0.6％減）、営

業利益は１億33百万円（同21.0％減）、経常利益は１億１百万円（同30.3％減）、四半期純利益

は９百万円（同85.1％減）となりました。

　

　事業の種類別セグメント業績は、次のとおりであります。

①貨物自動車運送事業

　営業収益につきましては、ロジテムトランスポート株式会社において、既存得意先の取引範囲

が縮小したものの、阪神ロジテム株式会社およびロジテムタイランド（LOGITEM (THAILAND)

CO.,LTD.）において、新規得意先の業務を受注したことに加え、当社において、車両稼働率が向

上したことなどから、増収増益となりました。

　その結果、営業収益は88億75百万円（前年同期比0.3％増）、セグメント利益は５億64百万円

（同13.8％増）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の50.0％を占めております。

　

②センター事業

　営業収益につきましては、当社において、前年度の震災に伴い一時的に増加した食品関連の取

扱数量が減少したものの、前年度の期中に新規得意先の業務を受注したことなどから、増収とな

りました。営業利益につきましては、当社において、新規得意先に対する倉庫内作業の効率化の

遅れなどから、減益となりました。

　その結果、営業収益は30億14百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は２億９百万円

（同0.7％減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の17.0％を占めております。
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③アセット事業

　当社において、前年度の期中に新規得意先の業務を受注したものの、前年度の震災に伴うス

ポット契約の倉庫の需要が今年度は無かったことなどから、減収減益となりました。

　その結果、営業収益は29億76百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益は３億47百万円

（同12.5％減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.8％を占めております。

　　

④その他事業

　ロジテムベトナム№1（LOGITEM VIETNAM CORP.NO.1）において、旅客自動車運送事業が拡大し

たものの、ロジテムエンジニアリング株式会社において、前年度に受注した復興需要に伴う仮設

住宅の内装工事が終了したことなどから、減収減益となりました。

　その結果、営業収益は28億81百万円（前年同期比5.3％減）、セグメント利益は３億58百万円

（同10.0％減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.2％を占めております。

　

(2）財政状態の分析

(資産)

流動資産は、受取手形及び営業未収入金が４億66百万円減少したこと等により、前連結会計年

度末に比べて４億11百万円減少し、77億２百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に

比べて１億32百万円減少し、209億22百万円となりました。この結果、総資産は前連結会計年度末

に比べて５億44百万円減少し、286億25百万円となりました。

(負債)

流動負債は、営業未払金が３億74百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べて５

億38百万円減少し、102億５百万円となりました。固定負債は、前連結会計年度末に比べて24　百万

円減少し、85億48百万円となりました。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて５億63百

万円減少し、187億54百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、利益剰余金が45百万円減少したものの、為替換算調整勘定が69百万円増加した

こと等により、前連結会計年度末に比べて18百万円増加し、98億70百万円となりました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は14

億28百万円となり、前連結会計年度末と比較して、66百万円の資金の減少（前年同期比１億23百

万円増）となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費が５億

17百万円あったこと等により、５億82百万円の資金の増加（前年同期比２億51百万円増）となり

ました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取

得による支出が２億73百万円あったこと等により、３億32百万円の資金の減少（前年同期比２億

20百万円増）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる

収入が８億60百万円あったものの、長期借入金の返済による支出が９億79百万円及びリース債務

の返済による支出が１億11百万円あったこと等により、３億32百万円の資金の減少（前年同期比

２億11百万円増）となりました。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,833,109 13,833,109

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり

ます。

計 13,833,109 13,833,109－ －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年９月30日 － 13,833,109 － 3,145,955 － 3,189,989
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日清製粉株式会社 東京都千代田区神田錦町１丁目25番地 2,812 20.33

中西　英一郎 東京都目黒区 2,421 17.50

有限会社ジェイエフ企画 東京都目黒区洗足２丁目８－24 1,639 11.85

株式会社日清製粉グループ本社 東京都千代田区神田錦町１丁目25番地 692 5.00

日本ロジテム従業員持株会 東京都港区新橋５丁目11－３　新橋住友ビル 383 2.77

黒岩　恒雄 茨城県古河市 256 1.85

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 140 1.01

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10－17 110 0.80

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 100 0.72

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 100 0.72

計 － 8,654 62.56

（注）　上記のほか、自己株式が146千株（1.06％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　146,000
－ 単元株式数　1,000株

完全議決権株式（その他）
普通株式　　　　

13,672,000
13,672 同上

単元未満株式 普通株式　　　　15,109 － －

発行済株式総数 13,833,109 － －

総株主の議決権 － 13,672 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日本ロジテム株式会社
東京都品川区荏原１丁目19

－17
146,000 － 146,000 1.06

計 － 146,000 － 146,000 1.06

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７

月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,826,177 1,759,687

受取手形及び営業未収入金 ※
 4,917,898

※
 4,451,020

その他 1,373,903 1,495,520

貸倒引当金 △3,531 △3,418

流動資産合計 8,114,447 7,702,810

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,765,166 4,663,987

土地 6,811,190 6,809,634

その他（純額） 1,691,009 1,714,137

有形固定資産合計 13,267,366 13,187,760

無形固定資産 709,081 640,395

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,340,662 5,323,289

その他 1,790,838 1,823,318

貸倒引当金 △52,551 △52,210

投資その他の資産合計 7,078,950 7,094,397

固定資産合計 21,055,398 20,922,552

資産合計 29,169,845 28,625,363

負債の部

流動負債

営業未払金 2,299,942 1,925,073

短期借入金 6,042,545 5,883,556

賞与引当金 314,445 310,049

その他 2,087,774 2,087,190

流動負債合計 10,744,708 10,205,869

固定負債

社債 1,390,000 1,480,000

長期借入金 4,679,287 4,636,610

退職給付引当金 464,948 469,399

役員退職慰労引当金 361,309 363,915

その他 1,677,553 1,598,575

固定負債合計 8,573,098 8,548,500

負債合計 19,317,806 18,754,370
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,060 3,190,060

利益剰余金 4,455,425 4,410,024

自己株式 △36,461 △36,461

株主資本合計 10,754,979 10,709,578

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,597 △2,971

為替換算調整勘定 △1,090,438 △1,021,104

その他の包括利益累計額合計 △1,087,841 △1,024,075

少数株主持分 184,901 185,489

純資産合計 9,852,039 9,870,993

負債純資産合計 29,169,845 28,625,363
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業収益 17,853,791 17,748,056

営業原価 16,348,802 16,266,151

営業総利益 1,504,988 1,481,905

販売費及び一般管理費

人件費 881,684 880,854

その他 454,380 467,567

販売費及び一般管理費合計 1,336,065 1,348,422

営業利益 168,923 133,483

営業外収益

受取利息 21,195 14,082

受取配当金 6,340 5,007

受取手数料 11,120 11,325

持分法による投資利益 13,475 20,388

その他 27,199 31,022

営業外収益合計 79,330 81,825

営業外費用

支払利息 88,532 81,201

その他 13,436 32,161

営業外費用合計 101,969 113,362

経常利益 146,285 101,945

特別利益

固定資産売却益 5,031 8,698

特別利益合計 5,031 8,698

特別損失

固定資産除売却損 3,185 5,168

会員権評価損 － 8,800

賃貸借契約解約損 － 20,500

その他 435 3,390

特別損失合計 3,621 37,859

税金等調整前四半期純利益 147,695 72,785

法人税、住民税及び事業税 83,418 65,289

法人税等調整額 △25,580 △12,194

法人税等合計 57,837 53,095

少数株主損益調整前四半期純利益 89,857 19,689

少数株主利益 27,005 10,344

四半期純利益 62,852 9,345
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 89,857 19,689

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,902 △5,018

為替換算調整勘定 △143,931 84,002

持分法適用会社に対する持分相当額 △399 △591

その他の包括利益合計 △132,428 78,392

四半期包括利益 △42,570 98,082

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △50,212 73,111

少数株主に係る四半期包括利益 7,642 24,971
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 147,695 72,785

減価償却費 499,115 517,945

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,560 △620

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,484 △4,987

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

7,379 6,077

受取利息及び受取配当金 △27,535 △19,089

支払利息 88,532 81,201

持分法による投資損益（△は益） △13,475 △20,388

有形固定資産除売却損益（△は益） △1,845 △3,529

会員権評価損 － 8,800

賃貸借契約解約損 － 20,500

売上債権の増減額（△は増加） △75,538 481,425

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,446 10,123

仕入債務の増減額（△は減少） △77,700 △382,165

その他 △73,494 △42,134

小計 461,611 725,943

利息及び配当金の受取額 33,134 27,720

利息の支払額 △85,048 △77,647

法人税等の支払額 △78,107 △93,231

営業活動によるキャッシュ・フロー 331,590 582,784

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △149,559 △273,854

無形固定資産の取得による支出 △35,294 △4,246

敷金及び保証金の差入による支出 △42,889 △29,513

敷金及び保証金の回収による収入 223,619 19,357

預り保証金の返還による支出 △7,139 △14,302

その他 △100,815 △29,766

投資活動によるキャッシュ・フロー △112,080 △332,327

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 650,000 860,000

長期借入金の返済による支出 △1,089,494 △979,061

社債の発行による収入 392,915 491,782

社債の償還による支出 △360,000 △430,000

リース債務の返済による支出 △90,661 △111,653

配当金の支払額 △54,825 △54,601

少数株主への配当金の支払額 △18,611 △24,382

その他 449,958 △84,800

財務活動によるキャッシュ・フロー △120,719 △332,715

現金及び現金同等物に係る換算差額 △41,817 15,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 56,973 △66,996

現金及び現金同等物の期首残高 1,748,945 1,495,076

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,805,919

※
 1,428,079
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更してお

ります。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

　

　

　　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　 　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

　 受取手形 79,150千円 84,597千円

　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は、次のとおりであります。

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　 現金及び預金 2,132,323千円 1,759,687千円

　 預入期間が３か月を超える定期預金 △266,404〃 △251,607〃

　 預入期間が３か月を超える定期積金 △60,000〃 △80,000〃

　 現金及び現金同等物 1,805,919千円 1,428,079千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月16日

取締役会
普通株式 54,747 4.00平成23年３月31日平成23年６月13日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月15日

取締役会
普通株式 54,746 4.00平成23年９月30日平成23年12月12日利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 54,745 4.00平成24年３月31日平成24年６月12日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月14日

取締役会
普通株式 54,745 4.00平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

  報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　
報告セグメント

その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への営業収益 8,848,9412,940,4263,022,76514,812,1333,041,65817,853,791 － 17,853,791

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 13,659 13,659 1,200 14,859△14,859 －

計 8,848,9412,940,4263,036,42414,825,7923,042,85817,868,650△14,85917,853,791

セグメント利益 495,976211,131397,7651,104,873398,2351,503,108△1,334,185168,923

（注）１　「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害保険

代理業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２　セグメント利益の調整額△1,334,185千円には、セグメント間取引消去1,879千円、各セグメントに配分してい

ない全社費用△1,336,065千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、

経理等管理部門に係る費用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

  報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　
報告セグメント

その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への営業収益 8,875,0633,014,6522,976,44014,866,1552,881,90117,748,056 － 17,748,056

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 13,299 13,299 － 13,299△13,299 －

計 8,875,0633,014,6522,989,73914,879,4542,881,90117,761,355△13,29917,748,056

セグメント利益 564,318209,736347,9241,121,979358,6091,480,588△1,347,105133,483

（注）１　「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害保険

代理業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２　セグメント利益の調整額△1,347,105千円には、セグメント間取引消去1,316千円、各セグメントに配分してい

ない全社費用△1,348,422千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、

経理等管理部門に係る費用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 4円59銭 0円68銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 62,852 9,345

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 62,852 9,345

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,686 13,686

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【その他】

 平成24年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………54,745千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月10日

（注）  平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
平成24年11月14日

日本ロジテム株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 星　　野　　正　　司　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 會　　田　　将　　之　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 根　　本　　知　　香　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日
本ロジテム株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日
から平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ロジテム株式会社及び連結子会
社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において
認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
　
　
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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